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研究成果の概要（和文）：農業生産における効率化、植物遺伝資源の保護、緑化樹や防砂・防風林などの需要の高まり
により、健全な苗の生産は育苗圃における病害防除が重要である。しかしながらその基本となる病原菌の分類に関する
研究は古い分類体系により行われた物で今日の知識とは一致しない。そこで本研究では世界で用いられている最新の分
類体系と一致させた情報にアップデートすることを主眼に実施し、専門誌に公表した。

研究成果の概要（英文）：In the production of healthy seedlings and nursery stocks, the correct taxonomic 
information of the causal fungi of those diseases is necessary for. However, most of those taxonomical 
information had been based on old taxonomic criteria in Japan.
In this project, we had focused on the most up to date information on the fungal taxonomy accepted in the 
world.

研究分野： 植物病原菌類分類学
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１．研究開始当初の背景 
 (1) 歴史的背景: 我が国の造林樹・緑化樹の
葉枯性病害、特に苗圃において発生する病害
の研究は、その重要性から戦前より開始され
ていたが、まとまった報告は無かった。戦後、
澤田兼吉が農林省林業試験場の嘱託として
東北地方の菌類調査報告(澤田 1950ab, 1951, 
1952ab)を取り纏めた。これにより戦中に荒
廃した山林の復旧や戦後の造林拡大による
苗の需要拡大によって問題が大きかった苗
圃病害の多くの病原菌が明らかになった。ま
た、緑化樹に関してはやはり林業試験場が中
心となり1950年代から60年代にかけて広葉
樹の苗圃病害を積極的に取り上げ、その病原
菌を記録し、その後は外国産導入樹種を含め
た緑化樹の苗圃病害研究に移行した(小林ら
1996)。 
 (2) 課題の重要性: 既に解決したように見
える苗圃における病害であるが、薬剤散布に
よる防除は必須であり、盆栽等の輸出や、発
展途上国を中心とした植林や緑化推進の際
に問題となる苗圃病害は深刻で、かつて熱心
に指導を行ってきた我が国に対し応援の期
待も大きい。国内でも 2011 年 3 月に発生し
た東日本大震災では海岸林をはじめとする
多くの造林地や緑化帯が壊滅し、台風による
風水害では東海近畿を中心に大規模な山林
の崩壊が起こったが、同時に、これらの有用
性(防災力)も証明され、復旧や新設のための
様々な樹種の苗木の増産が行われるであろ
う。この際に苗圃における病害が問題となる
ことは避けがたく、早急に備えを開始しなけ
ればならない。 
 (3) 応募者の研究成果と課題の関連：応募者
は Cercospora 属とその関連属菌の分類学的
研究に従事してきた(Nakashima et al.2011
他多数)。これらの菌類の代表的な苗圃病害は
スギ赤枯病やマツ類葉枯病等が知られるが、
我が国ではこれらの多くが旧分類基準にて
記録されており、国内外の研究者間で診断、
防除、防疫に関わる情報共有に支障をきたし
ている。応募者はこれら菌類の分類学的位置
づけを世界規模の共同研究(Crous et al.投稿
準備中)で明らかにしつつあり、世界標準の分
類基準で再整理を行っている。その過程で重
要な苗圃病害病原菌の分類学的位置づけが
曖昧であることが明らかになり今後の苗圃
病害増大に対応するには、すぐに本課題を開
始する必要があると考え応募することとし
た。 
 
２．研究の目的 
多発する大規模自然災害からの復旧におい
て造林樹および緑化樹の育成が急がれてい
る。一方で苗圃で育成中に発生する葉枯性病
害は被害が大きく対策が必須で、これまでに
多くの病原菌が記録されている。しかし、そ
の殆どは最新の分類基準には対応しておら
ず、国内外の要請に応えることができてきな
い。そこでこれらの病原となる植物寄生菌を

形態と分子系統を基に分類学的再検討を行
い、この結果を基に命名規約の改定による学
名変更に対応した最新の分類学的位置づけ
を逐次報告し、我が国の健全な森林の育成と
災害からの復旧に貢献することを目的とす
る。 
３．研究の方法 
苗圃における病害発生動向の把握、新鮮な病
害標本とその分離株、未検討の標本保存機関
収蔵の病害標本を入手のために調査旅行を
行って試料の収集に努め、さらには既に保有
している病害標本を加え、これらの 
 (1) 形態学的検討： 各種光学顕微鏡、走査
型電子顕微鏡(応募者が管理)による観察 
 (2) 分生子物学的検討：既に国内外との共
同研究にて保有する配列データに加え、新規
に取得する1000シークエンス程度を用いて、
分子系統学的位置づけの検討 
 (3) 生物資源の保全と公開：得られた標本、
菌株、塩基配列データの寄贈・保存と寄託・
公開 
を実施する。 
 
４．研究成果 
国内外を問わず農産物、緑化樹木、造林木の
苗木生産において重要な病害を引き起こす
植物病原菌の調査を行うと共に、その病原菌
について樹病学的検討および菌類の分類学
的視点から形態学的検討や分子系統解析を
実施した。その結果を逐次報告し、Studies in 
Mycology, Persoonia, Fungal Diversity, 
IMA Fungus, Mycoscience, Journal of 
Phytopathology等の国際誌に12 報の原著論
文を発表した。口頭発表においては招待講演
2報を含む 13 件の発表をおこなった。この他
に特筆すべき点としては、国内の試験研究機
関との共同研究により、気候変動やその対策
として用いられる樹木の苗木の健全な育成
の重要性を認識し、今後も継続した調査が必
要であること、東北以北の針葉樹に発生する
病害の原因菌に関する研究と、新たな森林資
源としてもしくは国際貢献の可能な樹種の
健全な育成を目的として継続的に本研究を
実施することの重要性を認識した。また、台
湾に保管されたまま、国際社会に認識されて
いないわが国とも共通に発生する病害や、台
湾以南の亜熱帯・熱帯地域に発生する病害の
重要標本については、さらに整理を進め、原
稿の分類基準に則った正確な分類、診断が必
要であろう。 
また、研究の過程で、これまでの本課題の研
究情報をえた地方の試験研究機関と実施し
た共同研究により、ユーカリの新病害、キウ
イフルーツの新病害、草花の種苗病害を新た
に取り組むことで現場のニーズに応える形
で助成を有効に活用することができた。 
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